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膀胱癌は泌尿器癌において第�位の罹患率・死
亡率を有する癌腫であり, 新規膀胱癌症例の －
!割は筋層非浸潤性膀胱癌とされる")｡ 経尿道的
膀胱腫瘍切除術 (#$%&#) は筋層非浸潤性膀胱
癌に対する標準的な治療法であるが, しばしば術
後再発や浸潤性膀胱癌への進展を経験する｡ この

様に筋層非浸潤性膀胱癌には様々な悪性度の癌が
存在し, 多様な臨床経過をたどるため, 再発や進
展に関与する因子の同定は筋層非浸潤性膀胱癌の
予防, 治療において非常に有用と考えられる｡
喫煙は多くの癌腫において重要な発癌因子の一
つであり, 全ての癌死の約'割が喫煙と関連して
いる()｡ 喫煙者は非喫煙者に比較して�－)倍膀
胱癌の発症リスクを高めるため, 喫煙は膀胱癌に
おいても重要な因子と考えられている*)｡ さらに,
喫煙は筋層非浸潤性膀胱癌の再発・進展にも強く
関連し, そのリスクは喫煙本数と期間に依存する
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島根大学医学部泌尿器科で外科的治療をした筋層非浸潤性膀胱癌"73例を対象とし, 喫
煙と術後の再発・進展との関連性をHIG比例ハザードモデルにて検討した｡ 喫煙の評価
には, &?@ABCDA@AEFGを応用した｡
再発に関しては, 単変量解析で&?@ABCDA@AEFG, 腫瘍数, および腫瘍異型度が有意

な因子となり, 多変量解析でも同様に&?@ABCDA@AEFG, 腫瘍J?DEFおよび腫瘍数の順
で, 腫瘍の再発に関与した｡ 進展に関しては, 単変量解析で随伴性KD?K@AICD@A=L@MNと
腫瘍J?DEFが有意な因子となり, 多変量解析で腫瘍J?DEFが独立した規定因子となった｡
一方, &?@ABCDA@AEFGと腫瘍の進展の間に有意な関連は無かった｡
喫煙は膀胱癌再発における強い危険因子であり, 喫煙の危険性を広く周知させることは,
腫瘍再発の予防において非常に重要であると考える｡


